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少子化の要因の一つとして、未婚化・晩婚化の進展が叫ばれるようになって久しい。国立社会保障・

人口問題研究所の「第 14回出生動向基本調査」によれば、将来的には結婚を希望しつつも結婚してい

ない理由としては、25～34歳では男女とも「適当な相手にめぐりあわない」が最上位に挙げられてい

るものの、「自由さ・気楽さを失いたくない」、「必要性を感じない」といった結婚に対して後ろ向きの

理由を挙げる割合も高くなっている1。昨今では、自治体主催の婚活パーティなど、出会いの場を提供

するイベントの開催も珍しくなくなっているものの、こうした結果を見る限り、未婚化・晩婚化の更

なる進展は避けられないようにも思われる。実際のところ、未婚化・晩婚化はどこまで進んでいくの

だろうか。 

2010年までの国勢調査の結果および本年６月末に公表された2015年国勢調査の抽出速報集計より、

性別・年齢階層別の未婚率の推移をみると、男女とも 25～29歳では未婚率の上昇が続いており、2015

                                                
1 男性ではこのほか「結婚資金が足りない」といった経済的な要因も高くなっている。 

図表１ 未婚率の推移（年齢階層別） 
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年時点では男性の 72.5％、女性 61.0％が未婚となっている（図表１）。また、男性の 40～44歳、女性

の 35～44歳では未婚率は微増しており、50歳時の未婚率を表す生涯未婚率では男性で 22.8％、女性

で 13.3％と、2010 年調査に比べ男女ともさらに上昇する結果となっている。一方、男女とも 30～34

歳および男性の 35～39歳では 2010年から 2015年にかけて僅かながら未婚率が低下しており、この５

年の間に結婚に踏み切る者が増加した様が窺える。 

こうした傾向をより詳細に確認するため、出生コーホート（生年）別の結果としてみると、いずれ

のコーホートにおいても、年齢階級の上昇に伴って未婚率が低下（既婚率が上昇）する傾向にある様

がみてとれる。これを出生コーホート間の比較でみると、67～71 年生のコーホートでは 35～39 歳か

ら 40～44歳において男性では 6.3ポイント、女性では 4.0ポイントの低下と、62～66 年生コーホー

トの 2.5 ポイント、1.3 ポイントに比べ顕著に未婚率が低下していることがわかる（図表２）。一方、

出生年が 72年以降のコーホートにおいても、男女とも前のコーホートよりも未婚率が低下する傾向に

はあるものの、その変化幅はごく僅かに留まっている。このことは、67～71年生コーホート特有の行

動として 40代を目前に駆け込みで結婚に進んだことを示しているものと考えられる。 

図表２ 未婚率の推移（出生コーホート別） 
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も増加している。これらのことから、67～71 年生コーホートにおける 40 代を目前にした駆け込み婚

は、東京都を中心として生じたものと考えられよう。 

図表３ 67～71年生コーホートにおける未婚率の低下幅 
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